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授業概要 授業到達目標

【知識・技能】
キャリア教育や教養教育等を通じて現
代社会を生き抜くために必要となる教
養を身につけている。また、専攻する
学問分野における基礎的な知識・技
能を修得し、職業人としての基本的な
力を兼ね備えている。

【思考力・判断力・表現力】
本学学修プログラムを経て身につけた
知識・技能に基づき、自らの考えを組
み立て、人と向き合えるコミュニケー
ション能力を身につけている。また、地
域や社会における課題を発見・分析
し、他者の意見も踏まえ、解決方法を
客観的に考察できる能力を身につけ
ている。

【主体性・協働性】
自らを律し、主体的に物事を考え、責
任感を持ち合わせた行動ができる態
度を身につけている。また、地域や社
会の一員として意識を持ち、他者との
協働を通じて物事を達成しようとする
協働力を身につけている。

総合
共通
科目

【経済・経営】
福原学

1年生 前

１．創設者 福原軍造氏が本学園を設立した目的と時代背景を理解する。 
２．我々が属する福原学園とその設置校の一つである九州共立大学の歴史
と理念を学ぶ。 ３．学長・学部長・OBの講演を通して共立大生としての自覚
と帰属意識を促す。 ４．面談等を通して担任とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを密にし有意
義な学生生活を送ることを促す。 ５．大学の施設と各部署の機能等を理解
する。 ６．ホームルームを通して大学・学生間の伝達を効果的に行う。

１．建学の精神である”自律処行”を理解し、大学生活を通して自ら実践する
ことができる。 ２．共立大生としての自覚と誇りを持つことができる。 ３．社会
のしくみや自身のキャリアをより深く考えるきっかけをつくることができる。 ４．
効果的に学生生活を送るための修学スキルを身に付けることができる。

◎ ◎ ◎

総合
共通
科目

【経済・経営】
福原学 〈留〉

1年生 前

本授業は、大学全般に関する知識、大学での学び方、効果的な留学生活を
送るための就学スキルを修得することを目的とします。具体的には、留学先
として選んだ九州共立大学および福原学園の建学の精神（学是）、歴史など
を知るとともに、留学生活をサポートする大学の施設や各部署の役割などを
理解し、大学での学び方（アクティブラーニング・グループディスカッション・
レポート作成）を身につけることを目指します。担当者（入江、森江）

1.　九州共立大学および福原学園の歴史や建学の精神について、その概要
を説明することができる。 2.　九州共立大学の設備・施設に関して、その概要
を説明することができる。 3.　レポート作成の基本を身につけることができる。
4．グループでディスカッションする基本を身につけることができる。

○ ○ ◎

総合
共通
科目

【経済・経営】
福原学 〈再〉

2年生 前

これまでの学生生活を見つめなおして、今後の学生生活が円滑となるように
促すための科目です。そのためにまず、授業では、大学生活を有意義に過
ごすために必要な事柄を学びます。さらに自己分析をして、4年間で卒業す
るために、大学での授業の受け方やレポートの書き方を学びましょう。同時
に、これから経済を学ぶにあたり、興味の持てる経済のテーマを見つけま
しょう。

１）卒業までの学習活動を計画します。２）自己分析をしっかり行い、卒業後
に備えます。３）社会人として必要な要素を身につけます。

◎ ◎ ◎

総合
共通
科目

【地域】
福原学

1年生 前

本授業は、福原学園および九州共立大学について理解を深めるとともに、
大学で学び、よりよい大学生活を送るために必要な知見やスキルを習得する
ことを目的とする。具体的には、福原学園創設者の福原軍造先生の学園創
設の動機や創設の過程を知り、学是「自律処行」や福原学園・九州共立大
学についての理解を深める。また、クラス別の授業では、ディスカッションや
プレゼンテーションやレポート作成などのアクティブラーニングを行い、他者
へ自分の考えを表現する力を養うことをめざす。

①福原学園および九州共立大学の歴史や建学の精神「自律処行」を理解す
ることができる。②大学で学ぶことの意義・特徴を理解することができる。③よ
りよい大学生活を送るために必要なことを理解することができる。④他者へ自
分の考えを表現する力を鍛えることができる。⑤プレゼンテーションの基本を
身につけることができる。⑥レポート作成の基本を身につけることができる。

◎ ◎ ◎

経済学部のカリキュラム 卒業認定・学位授与の方針（DP）と授業到達目標との関係〔◎特に関係する　○関係する〕

学是
（学則第1条の2）

経済学部の人材養成及び
教育研究上の目的等
（学則第3条の3）

卒業認定・学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー：DP）

教育課程編成・実施の方針
（カリキュラム・ポリシー：CP）

　本学は、建学の精神「自律処行」、すなわち自らの良心に従い事に処し善を行うことを学是とし、この学是に則り、自ら立てた規範に従って、自己の判断と責任の下に行動できる人材を育成する。

　経済学部は、学是「自律処行」の精神に基づき、少人数制によるキャリア支援教育、総合教養教育、経済学・経営学の専門教育等を通じて、質の高い学士力を有し、多様化し複雑化する現代社会に適応できる、幅広い職業人を
　養成することを目的とする。

　【経済・経営学科】
　　経済・経営学科は、経済学領域・経営学領域を広く学び、環境や消費者保護、企業倫理などの公共の視点に立ち、社会におけるさまざまな問題を解決できる経済・生産活動の担い手となる人材を養成することを目的とする。
　【地域創造学科】
　　地域創造学科は、経済・経営学の科目を基盤に、地域創造に関する専門的知識を学び、PBL(Problem-Based Learning)やアクティブラーニング型の授業を重視した教育課程により、地域を構成する多様なステークホルダーと
　　協働し地域社会の振興と発展に寄与できる実践力を身につけた人材の養成を目的とする。

　本学は、学是｢自律処行(自らを律することができ、自ら考えて判断し、責任を持って行動する)｣を体現し、総合的な教養、特定専門分野に関する知識を身につけ、深い考察力を備えることを目指す。その実現のために、卒業認定・
　学位授与の方針（DP）を 3 つの領域（知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体性・協働性）から構成し、各課程を修め、目標を達成した学生に卒業を認定し、学位を授与する。

　【知識・技能】
　　キャリア教育や教養教育等を通じて現代社会を生き抜くために必要となる教養を身につけている。また、専攻する学問分野における基礎的な知識・技能を修得し、職業人としての基本的な力を兼ね備えている。
　【思考力・判断力・表現力】
　　本学学修プログラムを経て身につけた知識・技能に基づき、自らの考えを組み立て、人と向き合えるコミュニケーション能力を身につけている。また、地域や社会における課題を発見・分析し、他者の意見も踏まえ、解決方法を
　　客観的に考察できる能力を身につけている。
　【主体性・協働性】
　　自らを律し、主体的に物事を考え、責任感を持ち合わせた行動ができる態度を身につけている。また、地域や社会の一員として意識を持ち、他者との協働を通じて物事を達成しようとする協働力を身につけている。

　本学では、学生が大学の卒業認定・学位授与方針（DP）の目標を達成するために、総合共通科目、専門教育科目を体系的に編成し、科目を配置する。教育内容、教育方法、教育評価については、以下のとおり方針を定める。

　【教育内容】
　　1. 総合共通科目は、「教養教育科目」、「キャリア教育科目」を中心に、現代社会を生き抜くために必要不可欠な幅広い教養、および基礎学力等を体系的に学べるように科目を配置する。2．専門教育科目は、各学部・学科の
　　専門的知識を修得するために、基礎的内容から応用・発展的な内容まで体系的に学べるように科目を配置する。また、学問領域を超えた学際的な知識修得科目を配置する。
　【教育方法】
　　1．学生の主体的・対話的で深い学び（アクティブラーニング）が実現されるように、双方向的・学生参加型授業、課題解決型授業などの多様な授業形態を取り入れた教育方法を実施する。2．学外実習等を通じて体験的な
　　学修活動を実施する。
　【教育評価】
　　1．各授業は、シラバスによって明確化された到達目標と成績評価方法に従い単位を付与する。2．学修成果は、卒業要件の各区分単位を満たすことを含め、総合的に評価する。
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総合
共通
科目

ことばと日本文化 1-2年生 前・後

本講義では、日本の現代文学やサブカルチャーにおけるポストモダンを取り
上げる。ポストモダンとは1980年代の日本と欧米において流行した、思想・
文学・芸術上の潮流のことである。日本では「ニュー・アカデミズム」と呼ば
れ、文学批評や絵画、建築といった幅広い学問分野に影響を与えた。この
講義では、活字メディア（文学、思想）に限定されない、非活字メディア（映
画、マンガ、アニメ）を含む多角的な視野から、日本のポストモダン文化を考
察する。

・日本の現代文化に関するアカデミックな教養を深めることができる。・1980年
代の日本近代文学に関する基礎的な知識を得ることができる。・日本のサブ
カルチャーを批評的に楽しむことができる。

◎ ○ ○

総合
共通
科目

ことばと日本文化 1-2年生 前・後

上代の文学から『古事記』『万葉集』を取り上げ、日本の伝統的な詩形である
歌（歌謡・和歌・短歌）を講読する。上代は、口誦によって伝えられてきた神
話や歌謡などが、『古事記』等に定着する時代である。『古事記』は、単に現
存するわが国最古の歴史書という位置づけばかりでなく、その後の文学作品
に影響を与えた点においても重要である。現存最古の歌集『万葉集』も同様
である。本講義では、上代から現在に至るまで行われている歌をとおして、
日本文化を考える視点を提示することを一つの目的とする。

・日本の伝統文化に対する造詣を深めることができる。 ・文学作品に描かれ
た人物・情景・心情の表現とその効果を読みとることができる。　 ・文学作品と
人間・社会・自然との関係性を理解することができる。 ・上代文学に関する基
本的な知識を得ることができる。 ・小倉百人一首に関する基本的な知識を得
ることができる。

◎ ○ ○

総合
共通
科目

ことばと日本文化 1-2年生 前・後

本講義では、主に1920～40年代の日本の詩を取り上げる。1920年代から
1940年代にかけての時期には、関東大震災や太平洋戦争など、歴史の転
換点となる数多くの出来事があった。このような激動の時代において、日本
の詩人たちは、社会の大きな変化と向き合いながら、詩に関するさまざまな
試みを行った。本講義では、特に詩の表現（どのように書かれているのか）に
注目し、それが、どのような社会的あるいは文化的背景のもとに生み出さ
れ、またどのような文学表現上の効果を持つものであったのかを考えることを
目的とする。

・日本の詩を自分なりに丁寧に読み解くことができる。・「ことば」による表現と
社会や文化の動向との関わりについて考えることができる。・1920～40年代
の日本の社会や文化に対する造詣を深めることができる。

◎ ○ ○

総合
共通
科目

スポーツの文化 1-2年生 前・後
自然人類学並びに文化人類学視点からスポーツ科学の発展を学び、今日
のスポーツ文化を理解できるようになる。

１）社会学的視点に立ち、スポーツの発祥から変容を理解できるようになる２）
これからのスポーツのあり方を予測できるようになる３）スポーツとは何か、再
検討する視点を獲得できるようになる

　 ○ ◎

総合
共通
科目

スポーツの文化 1-2年生 前・後

今後のスポーツ界はCOVID-19終息後、以前にも増して活況を呈するように
なっていくことに疑いの余地はありません。スポーツ基本法の前文では文化
としてのスポーツも強調されています。しかし一方では、ハラスメントの問題な
どがメディアで連日報道されるようになり、社会に与える影響も少なくない状
況へとなっています。このような状況の中、スポーツは人間社会にどのような
意味を持つのか理解を深めていくことが改めて問われています。本講義で
は、スポーツの概念や歴史を踏まえ、現代におけるスポーツのとらえ方（フェ
アプレーやスポーツマンシップなど）を学びます。

1．スポーツの歴史的背景を学び文化としてのとらえ方を理解する。2．我が国
におけるスポーツの歴史を学び、現代におけるスポーツのあり方を議論でき
る。3．今後の生涯スポーツのあり方について、提案できる能力を身に付け
る。

○ ◎ ○

総合
共通
科目

ことばと異文化 1-2年生 前

交通網の発達で海外の国々が身近になった現在、21世紀を生きる皆さんに
とって外国の文化を知ることは大切なことです。　この講義では、英語圏の国
の中でも、特に、イギリスに焦点をあて、イギリス文化を説明して行きます。講
義では、イギリス文化関係の専門書を用いて、イギリスの位置や気候からイ
ギリスの繁栄の歴史などまで説明します。

英語圏の文化を学ぶことによって、国際社会で生きて行くことが可能な教養
を身につけ、国際情勢に敏感な意識を持つことができるようになる。

◎ ◎ ○

総合
共通
科目

ことばと異文化 1-2年生 前・後

アメリカは超大国として今もなお軍事や経済など、様々な面で世界に多大な
影響を及ぼしている。日本とアメリカに関しても時に協力し合い、時に批判し
合っておりその例外ではない。しかし、そのイメージとは裏腹に、アメリカは決
して建国の当初から強大な国ではなかった。　第１～９回目では、時系列順
にアメリカ成立以降の道程を当時の文化に触れれながら説明する。　第１０
～１４回目では、それぞれテーマを絞り、現代のアメリカにおける様々な問題
を扱う。

①歴史を学ぶことで、アメリカという国を具体的、客観的に知ることができる。
②文学作品や映画などを通してアメリカの文化に触れ、理解することができ
る。③アメリカにおける諸問題を学び、多文化共生に必要な視点を持つこと
ができる。

◎ ◎ 　

総合
共通
科目

ことばと異文化 1-2年生 後

中国の古典小説『三国志演義』は名言の宝庫と言ってもよい。「三顧の礼」を
はじめ、世に知られた名句も多い。この講義では、『三国志演義』にまつわる
名句を学習しながら、小説における虚実の組み合わせや英雄豪傑の人物像
を理解する。具体的に、「桃園の誓い」や「三顧の礼」「赤壁の戦い」などの名
場面を中心に、DVD映像を鑑賞しながら、パワーポイントと配布資料を通し
て勉強を進めていく。

中国のことばと文化に興味を持ち、三国志物語の面白さを知る。また、中国
の社会や文化、及び人々の考え方をより深く理解できる。さらに、学習を通し
て得られる世界についての情報を深く理解し、現代の日本社会について広
い視野から考えられるようになる。

◎ ◎ ○

総合
共通
科目

ことばと異文化 1-2年生 後

「異文化」がもっぱら「外国」や「外国人」との連関で認識されることには一定
の批判を向けるとしても、「グローバル化」「ボーダレス化」が一般化した時代
を生きる今日の私たちは、日常的に「異文化」の存在を強烈に意識させられ
ています。そうした状況下では多様性の共生が求められる一方で、現実には
自らの価値観から外れる他者を排斥する傾向も顕在化しています。本講義
では、主にヨーロッパを対象として、歴史、政治、文化的背景などの多様な
観点と関連づけながら、「異文化」というテーマに多角的にアプローチしま
す。

１．「異文化」に対する既存のイメージと現実のギャップを客観化することがで
きる。２．「文化」を形成する諸要素を認識し分析的に理解することができる。
３．「異文化」間の相互理解のための有効な切り口を見いだし、他者への寛
容性につなげることができる。

◎ ◎ ○

総合
共通
科目

ことばと異文化 1-2年生 前

この授業ではアメリカの文化や歴史に関して学びます。アメリカの総人口は3
億3006万人ほどです。アメリカは日本と違い、多民族国家で、「人種のサラダ
ボール」とも言われています。アメリカについて学ぶということは、多様な異文
化について学びを深めるということにつながります。非白人の合計が、2050
年までには白人の人口を上回ると言われています。最近の移民は白人が少
なく、ヒスパニック系やアジア系が多いとされていて、多様な言語や習慣がア
メリカに入ってきています。アメリカの文化や歴史を文学作品、ドラマ、映画、
ディスカッション等を通して学び、アメリカの諸々の問題に対しての批判的思
考を培います。

①多角的にアメリカの文化、歴史、社会問題に関して理解することで、固定
観念にとらわれない、批判的思考を身につけることができる。②アメリカの文
化・歴史に関して簡潔に説明できる。③異文化の社会問題に関して、基本的
な自分の意見を他者に伝えることができる。④アメリカの文化や歴史的背景
が分かるドラマや映画、文学作品などを通して基本的なアメリカの文化等の
知識力が身につき、基礎的な　英文読解力や英語リスニングスキル等の語
学力が向上する。

◎ ◎ ○
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総合
共通
科目

情報文化論 1-2年生 後

犬も歩けば人工知能が乱舞する時代に，われわれの知的生命体としての存
在価値が問われている．本講義は，人工知能を可能にする情報技術の基礎
を論じたのち，対比的に人間の思考の特性を論じる．講義の後半において
は最先端の人工知能研究を紹介しつつ，人工知能とは何か，今後の知能
研究の進む道を紹介する．同時に，アフォーダンスを中心として環境に埋め
込まれた知性，身体性の重要性を論じる．

1.記憶とデータを基軸概念として機械の情報処理の特性を，人間の思考と対
比的に説明できる2.表象と記号を基軸概念として，人間の思考の特性を機械
の情報処理と対比的に説明できる3.人工知能の先端的システムとその内包
する課題を理解できる

◎ ○ 　

総合
共通
科目

情報文化論 1-2年生 後

メディア業界の経験を活かした授業展開を行います。現代社会に氾濫する
情報を的確に読み解き、適切に対処するメディア・リテラシーを身につけ、高
度情報化社会に対しての豊かな適応能力を備え、地域社会に貢献し、日本
と世界を舞台として活躍できる人材の育成を目指します。

・メディアに関する幅広い知識を身につけることができます。・コミュニケーショ
ンの能力を身につけることができます。・現代社会に氾濫するメディア情報を
的確に読み解き、適切に問題に対処するメディア・リテラシーを学ぶことがで
きます。・新聞やテレビなどのマスメディアと、facebookなどのSNSについて学
ぶことができます。

◎ ◎ ◎

総合
共通
科目

歴史と国際情勢 1-2年生 前

本講義では、初等・中等教育機関で学んだ「歴史」や「地理」、「公民」等の
知識を踏まえて、それらを「グローバル・ヒストリー」の視点から再構成すること
を目的とする。「グローバル・ヒストリー」とは、「国家や民族の違いをこえて、
世界中の人々が商業や文化で結びつくネットワークの歴史」（北村厚『教養
のグローバル・ヒストリー』ミネルヴァ書房、２０１８年、３頁）であり、「世界を一
体のものと考える歴史」（『同』３頁）と定義した上で、「文明」（インダス文明、メ
ソポタミア文明等）のおこりから冷戦期までの歴史を「国際情勢」に留意しつ
つ、現代のそれとの連続面と断絶面を学修していくことにしたい。

①現代の国際情勢と過去のつながりを理解する。②「グローバル・ヒストリー」
とは何かを説明できる。③現代の政治・社会・経済の中で用いられる専門用
語を過去の「歴史」との比較の上で、　理解・習得する。④「歴史」を学ぶ意義
を理解する。

◎ ◎ ◎

総合
共通
科目

歴史と国際情勢 1-2年生 後

政治と国際問題を理解するために、国家とは何か、また、それはどのような
政治的営みを行うか、国家以外にはどのような国際関係の主体があるかを
明らかにする。また、国際政治に対する主要な理論（リアリズム、リベラリズム
等）に触れ、それらの理論の出現に大きな影響を与えた第一次世界大戦等
の歴史について学習する。現代の国際的な課題についても学習する。その
結果、政治と国際問題に対する基礎的知識と能動的な思考能力を身につけ
ることを目指す。

１．国家をはじめとした国際政治の行為主体（アクター）ついての基礎知識を
身につけることができる。 ２．国際政治に対する基本的な見方・理論を把握
することができる。 ３．国際政治の歴史および現状についての理解を深める
ことができる。

◎ ○ 　

総合
共通
科目

現代国家と法(日本国憲法) 1-2年生 前・後

日本国憲法は私たち個人にとって、普段、日常ではあまり意識されない法律
です。ところが、憲法の背後にあるさまざまな原理（国民主権や基本的人権
の尊重、平和主義など）は、私たちが生きている現代国家に多くの問題を投
げかけています。この講義では、できるかぎり実際の事案を検討しながら、憲
法の「しくみ」と「考え方」について解説します。実際に憲法が国家の中で用
いられている現状を見ながら、政治権力や死刑制度、あるいは福祉のあり方
など社会の具体的な問題に触れながら日本国憲法を学んでいきます。な
お、受講者には毎回の事例問題に対する感想（ミニッツペーパー）を書いて
もらう予定です。

①憲法の基本的な知識を修得し、自分の言葉で説明できるようになる。②実
際に憲法が社会や国家においてどのように作用しているのかを理解する。③
憲法の中にある様々な意見や解釈の対立を理解しながら、自分自身の立場
を主張できるようになる。

◎ ○ ○

総合
共通
科目

暮らしと経済 1-2年生 前・後

インセンティブ、需要と供給、機会費用、消費者物価指数、経済成長率、所
得再分配、GDP、量的緩和、マイナス金利、比較優位、消費税率引上げ、
デフレーション、自由貿易等といった新聞やビジネス書によく出てくる「わ
かっているようで、実はわかっていない｣用語やわかりにくい経済の理論や概
念をやさしい言葉で解説する。また、できるだけ我々の日々の暮らしと生活
に関係が深いテーマなどを通じて実社会の仕組みを理解し、より高度な経
済学分野の専門知識の習得への橋渡しとするべく、基礎知識（リテラシ－）
を固めさせる計画である。

テキストにあるイラスト＋簡単な説明で、経済の仕組みに明るい学生になるこ
とができる。また、「身の回りにこういう事象があったな」と学生諸君の日々の
暮らしに身近な事例の経済的な背景を理解することができる。さらに、一歩進
んで、恋愛、就職、結婚、出産など人生の各ターニングポイントにおいて、ど
うしたらいいかを考え、最善の選択をするような経済的な知恵を身に付けるこ
とができる。

◎ ○ ○

総合
共通
科目

暮らしと経済 1-2年生 前・後

２つのテーマを扱う。①平穏な暮らしを送るためには、経済の安定は欠かせ
ない。中でも日常生活に大きな影響を与えるのは、　雇用と所得だから、国
は「経済政策」を展開することで、より良い状態に近づけようとしている。そこ
で、こうした財政・金融政策が、どのような脈略をたどって、最終的に雇用の
創出や収入の増加に結びつくのか、について考察する。②グローバル化と、
特に急速な人口減少が、経済と社会にどんな影響をもたらすかを、雇用・
税・社会保障の３つの領域を素材に考察する。

① 財政政策と金融政策の意義・効果・特徴を理解する。② 財・貨幣・労働の
３つの市場の内容・相互関係を説明できるようになる。③ 人口減少の原因と
影響を理解する。④ 雇用・年金・税等、将来社会人として生活していく上で
必要な基本常識を身に付ける。

◎ ○ 　

総合
共通
科目

人権・同和教育 1-2年生 前・後

本授業は人権の歴史と現状を学びながら知識を深めるとともに、主体的に日
常生活のなかに 潜むさまざまな人権問題に気づき、問題を問題として見抜
く感覚を身につけることを目標とする。個人的問題であるように見えるものは
社会的問題でもある。差別や偏見などで苦しむ人びとの心の痛みに共感し
分かち合い、多様な価値観を受け入れ、互いを尊重する社会の担い手とな
ることをめざす。

1)人権に関する知識を深めることができる。  2)人権感覚を身につけることが
できる。 3)社会における事象を人権という視点から考えることができる。4)自
己の考えを文章で表現することができる。  5)批判的・論理的思考力を身に
つけることができる。

◎ ◎ ◎

総合
共通
科目

人間と哲学 1-2年生 前

たとえば、「自分が見ている世界は、他人が見ている世界と同じだろうか」と
問われたら、あなたはどのようにこたえるだろうか。哲学は、普段当たり前だと
思っていることを問う学問です。この授業では、この世界を人はどう捉えてい
るのかを、さまざまな哲学者の考えを学びながら、一緒に考えていく。そし
て、自分と世界との当たり前の関係をあらためて問い直す力や、自分自身で
深く考える力を身につける。

①　各哲学者が使っている言葉を理解し、各哲学者がその言葉を使って説
明した人間と世界との関係を理解し、その理解を自分の言葉で他人に正確
に伝えることができる。②　習得した知識を使って、世界を知るとはどういうこと
かや、私が存在するとはどういうことかということを自分なりに考えることがで
き、自分や他者が生きる世界を自分の言葉で説明することができる。

○ ◎ 　

総合
共通
科目

人間と哲学 1-2年生 前

そもそも哲学とはどのような営みであったのか。この講義では、その始まりと
なる古代ギリシアに立ち戻って、哲学の主要テーマや思考や対話のありよう
について学ぶことを目的とする。具体的には、自然哲学、ソフィストの思想、
およびソクラテスとプラトンの哲学を扱う。講義は各回の授業内容に沿って配
布資料などを使いながら進めていく。哲学の始まりにおいて、哲学者と呼ば
れる人たちが何を主要なテーマとし、どのように思考や対話を行ったのかに
ついて、その手つきを多少なりとも学んでほしい。

①古代ギリシアの哲学におけるテーマや問題についての知識を身に着ける
ことができる。②哲学や倫理学における基本的な思考法や主体的に思考す
る力を身につけることができる。③現代人の持っている常識や価値観から距
離を置いて、先入見や偏見を持たずに、客観的に物事や思想を理解する力
を身につけることができる。

○ ◎ ○
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総合
共通
科目

人間と哲学 1-2年生 後

先が不安だといわれる現代社会において、自分らしく生きていくためにはど
うすればよいのだろうか。現実と理想のはざまで、私が私らしくあるためには
どうすればよいのだろうか。この授業では、「この私」への問いを投げかける
哲学を学びながら、自分で自分を見つめ、現代社会で生きる「私」のあり方を
深く考える力を身につける。

①　各哲学者が使っている言葉を理解し、各哲学者がその言葉を使って説
明した「この私」という存在について理解し、その理解を自分の言葉で他人に
正確に伝えることができる。②　習得した知識を使って、現代社会を生きる「こ
の私」の課題を検討し、社会の中で主体的に生きることについて自分なりに
深く考えることができ、その考えを自分の言葉で説明することができる。

○ ◎ 　

総合
共通
科目

人間と哲学 1-2年生 後

この講義では、生命倫理学の入門的な内容を取り上げる。生命倫理学とは、
簡単に言えば、現代医療で起こっている様々な法的、道徳的、社会的問題
を扱う学際的分野である。よくテーマとして挙げられる、生殖医療、臓器移
植、終末期医療における具体的な問題を取り上げ、それをめぐる哲学的・倫
理学的な議論について理解を進める。まず話の前提となる医学の初歩的な
知識を確認し、それから生命倫理学の問題と議論に入っていく。

①現代医療で起こっている倫理的な問題と議論を理解することができる。②
現代医療の哲学的・倫理学的な問題を自分なりに考え、自分なりの意見や
観点を持つことができる。③思考能力に加えて、自分の意見を他の人にも理
解してもらえるようはっきりと説明する能力を身につけることができる。

○ ◎ ○

総合
共通
科目

生命と地球 1-2年生 前・後

この講義であなたは壮大な地球の歴史を学ぶことができる。なぜ、ほ乳類は
母親のお腹から産まれるようになったのか？なぜ人類は2足歩行を始めたの
か？北米大陸の先住民と日本人の顔・姿が似ているのはなぜか？ 最新の
研究によって明らかにされた46億年にわたる地球の歴史とそれに伴う生物
の進化を学ぶ。70億人を超える人類は、たった35人の母親から始まったこと
はあまり知られていない。授業では、美しいコンピュータグラフィックスを駆使
したを学術的番組を視聴しながら学ぶ。

①地球環境の激変によって生物の進化が促されたことが説明できる。 ②地
球の自然環境の成り立ちと、現在の自然環境の問題点を理解できる。 ③進
化における必要条件が理解できる。

◎ ◎ ◎

総合
共通
科目

心の科学 1-2年生 前

心理学は人間を対象に振る舞いについて一定の法則を見出すものです。
目には見えませんが心を客観的に研究する学問です。本講義では主に「知
覚」「記憶」「対人関係」「動機づけ」「思考」「青年期」「発達」「臨床」について
授業を展開します。人間をより深く理解し自分の生活を見直し、大学生活を
有意義に過ごすことを目指して授業をすすめていきます。・教員としての経
験を活かし、分かりやすく説明します。・カウンセラーとしての経験を活かし授
業を展開します。

・人の行動について基本的な知識を習得し、自分の生活に活かすことができ
るようにする。・心理学の各分野の概要が理解でき、自分の言葉で説明でき
るようにする。

○ ○ ◎

総合
共通
科目

心の科学 1-2年生 後

近年、心の健康問題は増加しており、社会的な問題として扱われることがあ
る。本講義では、人がどのように世界を捉えうるかといった認知的枠組みか
ら、思考、感情、心の発達、対人関係、ストレスの問題、に至るまでの心理学
に関する基礎的な知識についての解説を行う。講義内容によっては、グ
ループワークを適宜活用し、心理学の体験的な学習も取り入れる。心の健康
や不適応に関しては、実務経験に基づいた具体的な説明を行っていく。

・心理学の基礎的な知識を習得し、人の心の働きや動きについて理解を深
めることが出来る。・人の心について理解を深めたことより、自分や他人を理
解するといった自己理解・他者理解が出来る。・自己理解に基づき、自分自
身の心の健康を保つことが出来るようになる。

◎ ◎ ○

総合
共通
科目

共生社会を生きる 1-2年生 前・後

地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を
超えて繋がることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域を共に創って
いく社会を目指すものである。本講義では、協同教育とSDGsを根幹におい
た授業デザインで、防災・減災、社会のマイノリティや地域が抱える社会課
題をテーマに講義を行い、身近な課題に気づく力、その課題を「自分ごと」と
して捉え、柔軟な思考力をもって、仲間と一丸となって探求し、解決する力を
養う。（※仲間と共に探求する姿勢のない学生は受講不可）

・「共生」について理解し、社会の構成員として社会に貢献することができ
る。・他者とコミュニケーションをとり、協調することができる。・多種多様な考え
を受け入れる姿勢を育て、他人ごとを自分ごとして捉えることができる。・柔軟
な判断力と決断力をもって、自助・共助・公助のリーダシップやフォロワーシッ
プをとることができる。

○ ◎ ◎

総合
共通
科目

日本語表現法Ⅰ 1年生 前・後

大学生になると、自分の考えを文章で表現する機会が増えます。試験で自
分の考えを述べる問題に解答したり、レポートを作成したりします。そのため
日本語表現の基礎となる語彙や文法、表記に関する知識を身につける必要
があります。また社会では状況に応じた表現能力が求められ、適切な敬語
の用い方やＥメールの書き方などを知っておくことが必須となります。日本語
表現法Ⅰでは、これらの知識・技能の習得を目指します。毎回の授業では、
授業内容をふまえたワークシートに取り組み、知識の定着を図ります。

・わかりやすい文章表現に必要な語彙・文法の知識を身につけることができ
る。・授業で得た知識を活かして、説得力のあるレポートを書くことができる。

◎ ○ 　

総合
共通
科目

日本語表現法Ⅱ 2年生 前・後

日本語表現法Ⅱでは、日本語表現法Iで身につけた基本的な知識を発展さ
せて、書くこと・話すことに関するより実践的な日本語運用能力の習得を目
指します。資料の検索の仕方、レジュメの作り方、プレゼンテーションの行い
方、またレポートの書き方など大学生活で必要とされる技術について学びま
す。さらに、小論文やエントリーシートの書き方といった就職活動で求められ
るスキルを身につけ、敬語でコミュニケーションする力など日本語運用に関
する社会人基礎力を養います。毎回の授業では、ワークシートに取り組み、
知識の定着を図ります。

・必要な資料を検索することができる。・レジュメを作成してプレゼンテーショ
ンを行うことができる。・レポートを書くことができる。・小論文やエントリーシー
トなど就職活動で必要な文書を書くことができる。・社会人として適切なコミュ
ニケーションができる。

◎ ○ 　

総合
共通
科目

伝わる文章力 2年生 前・後

社会人に必要な文章の「読解力」と「作成力」を身につけることを目的とした
授業を展開する。具体的には、文章や資料を正確に読み解く力、自分の意
見を文章で分かりやすく説明する力、手紙文やビジネス文書を作成する力を
養成するため演習等を行う。また、上記の「読解力」および「作成力」の基礎
となる漢字や語彙、敬語に関する知識の定着・向上のためのトレーニング
や、ロジカルシンキングや文章要約に関する演習も行う。なお授業で扱う演
習問題の難易度は、文章検定３級程度とする。

・社会人に必要な漢字や語彙を身につけることができる。・文章や資料から情
報を正確に読み取ることができる。・説得力のある分かりやすい文章を書くこ
とができる。・手紙文の構成と敬語のマナーを理解し、手紙やビジネス文書を
作成することができる。

◎ ○ 　

総合
共通
科目

英語Ⅰ 1年生 前

将来のキャリア形成に向けて、大学では就職試験やTOEICなどに対応し得
る、より質の高い英語力が求められますが、英語力向上のためには基礎固
めはいつの時点でも必要不可欠です。 本科目では、英語において最も重
要な動詞を中心として主要文法項目を復習し、それらの文法項目から成るシ
ンプルな英文を読む、聞く、話す、書くという4技能のバランスのとれた向上を
目指します。

①簡単な説明文を理解することができる。 ②日常生活の簡単な話題や平易
な説明・指示を聞いて理解することができる。 ③日常生活に関する簡単な応
答や意思表示をすることができる。 ④興味・関心のあることについて簡単な
英文を書くことができる。 ⑤全体として、CEFR-J A1.3程度の到達度を目指
す。

◎ ◎ ○
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総合
共通
科目

英語Ⅰ 〈再〉 1-2年生 後

本科目では、英語の基礎力を完全に身につけることを目標とします。基礎英
文法を徹底的に学習し、様々な練習問題を解いていきます。語彙力の強化
と理解度アップのために、毎回予習として、単語の意味調べや練習問題の
解答を行ってくること。また、授業の始めには、前回の学習内容をおさらいす
る小テストを実施します。

1. テキストに出てくる単語の意味を正しく理解することができる。2. テキストに
出てくる英文を完全に理解することができる。3. テキストに出てくる文法事項
を正しく理解し、運用できる。4. 授業で学習した内容について、60%の正答率
をもって答えることができる。

◎ ◎ ○

総合
共通
科目

英語Ⅱ 〈再〉 2年生 前

本科目では、英語の基礎力を完全に身につけることを目標とします。基礎英
文法を徹底的に学習し、様々な練習問題を解いていきます。語彙力の強化
と理解度アップのために、毎回予習として、単語の意味調べや練習問題の
解答を行ってくること。また、授業の始めには、前回の学習内容をおさらいす
る小テストを実施します。

1. テキストに出てくる単語の意味を正しく理解することができる。2. テキストに
出てくる英文を完全に理解することができる。3. テキストに出てくる文法事項
を正しく理解し、運用できる。4. 授業で学習した内容について、60%の正答率
をもって答えることができる。

◎ ◎ ○

総合
共通
科目

英語Ⅱ 1年生 後

将来のキャリア形成に向けて、大学では就職試験やTOEICなどに対応し得
る、より質の高い英語力が求められますが、英語力向上のためには基礎固
めはいつの時点でも必要不可欠です。 本科目では、英語において最も重
要な動詞を中心として主要文法項目を復習し、それらの文法項目から成るシ
ンプルな英文を読む、聞く、話す、書くという4技能のバランスのとれた向上を
目指します。

①簡単な説明文を理解することができる。 ②日常生活の簡単な話題や平易
な説明・指示を聞いて理解することができる。 ③日常生活に関する簡単な応
答や意思表示をすることができる。 ④興味・関心のあることについて簡単な
英文を書くことができる。 ⑤全体として、CEFR-J A1.3程度の到達度を目指
す。

◎ ◎ ○

総合
共通
科目

英語コミュニケーションⅠ 2年生 前

英語ⅠおよびⅡで固めた基礎力を土台にして、日常的に使われる英文や英
語表現を、語学学習における４技能を通してバランスよく学習しつつ、リスニ
ングスキルとスピーキングスキルをさらに涵養することを目指します。アクティ
ブ・ラーニングとして、発話練習、テキストで学んだ短会話の実践なども行い
ます。英語圏諸国の基本的文化理解も、授業時間中に適宜行います。

①日常的に使われる英文や英語表現をスムーズに発音することができる。 
②基本的な英語での質問に応答できる。 ③テキストで学習した内容・パター
ンに似た短い英語会話を展開することができる。 ④英語圏諸国の文化につ
いて、基本的な事項を理解することができる。 ⑤授業で学習した問題におい
て、得点の60％程度の取得を目指す。

◎ ◎ ○

総合
共通
科目

英語コミュニケーションⅡ 2年生 後

英語ⅠおよびⅡで固めた基礎力を土台にして、日常的に使われる英文や英
語表現を、語学学習における４技能を通してバランスよく学習しつつ、リスニ
ングスキルとスピーキングスキルをさらに涵養することを目指します。アクティ
ブ・ラーニングとして、発話練習、テキストで学んだ短会話の実践なども行い
ます。英語圏諸国の基本的文化理解も、授業時間中に適宜行います。

①日常的に使われる英文や英語表現をスムーズに発音することができる。 
②基本的な英語での質問に応答できる。 ③テキストで学習した内容・パター
ンに似た短い英語会話を展開することができる。 ④英語圏諸国の文化につ
いて、基本的な事項を理解することができる。 ⑤授業で学習した問題におい
て、得点の60％程度の取得を目指す。

◎ ◎ ○

総合
共通
科目

ＴＯＥＩＣ入門 1年生 前・後

本科目では、英語Ⅰまたは英語Ⅱと同時進行で、TOEICに挑戦するために
必要な基礎英語力を養いながら、TOEIC受験対策を実践的に行います。特
に、350点程度のスコアを獲得できる語彙力、文法知識、リスニング力、読解
力を身につけることに重点を置きます。また、TOEIC Bridge Listening & 
Reading IP TestやTOEIC Listening &Reading IP Testを受験することを目指
します。

1. 学内で実施されるTOEIC Bridge IP TestやTOEIC L&R IP Testを受験し、
TOEICの出題形式に慣れる。2. 授業で学習したリーディング・パートの内容
について、60%の正答率をもって答えることができる。3. 授業で学習したリスニ
ング・パートの内容について、60%の正答率をもって答えることができる。4. 
TOEIC Listening & Reading IP Testにおいて、350点程度のスコアを獲得す
ることができる。

◎ ◎ ○

総合
共通
科目

ドイツ語Ⅰ 1年生 前

新しい外国語にチャレンジする皆さんが、基本的なドイツ語の仕組みを理解
し、簡単な日常会話ができるようになることを目指します。受講生の皆さん
が、テキスト内の日常の会話シーンにひとつずつ触れながら文法体系を段
階的に学習し、この新しい言語に自然に慣れ親しんでいくことができるよう
に、簡単な会話パターンの練習や詳細な文法の説明をおりまぜた授業となり
ます。ほとんどがローマ字読みで発音できる、新たに始めるのに最適なドイ
ツ語を、一緒に学んでいきましょう。

ドイツ語Ⅰ、Ⅱでは、実際に使える基礎的言語能力（基本的なドイツ語の仕
組みが理解でき、簡単な日常会話ができる）の獲得を目指します。ドイツ語Ⅰ
の目標は以下の４点です。  1.ドイツ語の正確な発音ができる。 2.主語に
従った動詞の現在人称変化ができる。 3.名詞の文法上の性別を理解し、定
冠詞及び不定冠詞を用いてその区別ができる。 4.既習のドイツ語運用能力
の範囲で他者とのコミュニケーションが図れ、その体験を通して世界情勢にも
目を向ける意識を高め、他者を思いやり、他者と共に生きる力を獲得すること
ができる。

　 ◎ ○

総合
共通
科目

ドイツ語Ⅱ 1年生 後

大学生になってドイツ語にチャレンジした皆さんは、これまでの授業ですで
にドイツ語の基本が身につき始めているはずです。これからも、テキスト内の
日常の会話シーンにひとつずつ触れながら文法体系を段階的に学習し、こ
の新しい言語に自然に慣れ親しんでいくことができるように、簡単な会話パ
ターンの練習や詳細な文法の説明をおりまぜた授業となりますが、徐々に難
しい事項も学びますので、さらに頑張っていきましょう。

ドイツ語Ⅰ、Ⅱでは、実際に使える基礎的言語能力（基本的なドイツ語の仕
組みが理解でき、簡単な日常会話ができる）の獲得を目指します。ドイツ語Ⅱ
の目標は以下の４点です。　1.名詞の格の概念を理解し、冠詞を用いて格変
化させ、実際の文中で使用できる。2.特殊な現在人称変化を理解し、命令文
とともに実際に使用できる。3.基本的な前置詞の意味と格支配を理解し、実
際に使用できる。4.既習のドイツ語運用能力の範囲で他者とのコミュニケー
ションが図れ、世界情勢に目を向け、他者を思いやり他者と共生する力を獲
得することができる。

　 ◎ ○

総合
共通
科目

中国語Ⅰ 1年生 前

この授業では、日常の表現を中心とした会話教材を使用し、発音と聞き取り
の訓練を行うことによって、中国語発音の基礎と初歩的な文法を学習する。
初めて習う外国語なので、あまり難しく考えず、教科書を暗誦できるくらいに
じっくり練習する。

中国語の発音と文法の基礎的な知識を習得し、挨拶や簡単な日常会話がで
きる。また、中国語学習を通して、中国の文化をより深く理解できる。

◎ ○ ○

総合
共通
科目

中国語Ⅱ 1年生 後

この授業では、日常の表現を中心とした会話教材を使用し、発音と聞き取り
の訓練を行うことによって、中国語発音の基礎と初歩的な文法を学習する。
初めて習う外国語なので、あまり難しく考えず、教科書を暗誦できるくらいに
じっくり練習する。

中国語の発音と文法の基礎的な知識を習得し、挨拶や簡単な日常会話がで
きる。また、中国語学習を通して、中国の文化をより深く理解できる。

◎ ○ ○

総合
共通
科目

韓国語Ⅰ 1年生 前

初めて韓国語を学ぶ学習者が基礎から学べる入門講義である。まず、ハン
グル文字と発音を少しずつ覚えながら、同時に韓国との文化の違いを理解
し、日常生活の挨拶や決まり文句、身近な単語に慣れ、親しみ、きれいな発
音で簡単な自己表現と相手とのやり取りができることを目指す。初めての文
字と発音なので十分な練習とゆっくりしたスピードで習得させていく。

1．ハングル文字と発音に慣れ親しみ、単語が読めるようになる。2.日常挨拶
や簡単な決まり文句が自然に言えるようになる。3.名前、趣味、出身地などの
基本的な自己紹介が言えて、書けるようになる。4.日常の単語や相手の自己
表現を聞いて、意味が分かり、質問と応答のやり取りができる。

◎ ○ ○

総合
共通
科目

韓国語Ⅱ 1年生 後

韓国語Ⅰで学習した内容を踏まえて、日韓の文化の違いを理解しながら、
身近な事柄を表す単語や表現を用いて簡単なやりとりができ、より拡張した
自己表現の文章が書けて、話せて、相手の話も理解できるようになることを
目指す。

1．単語、文章を正確な発音で読めるようになる。2．自分や相手に関する事
柄について、やりとりができるようになる。3．簡単な文章が書けるようになる。
4．日韓の文化の違い、共通点を理解し、興味を持つようになる。

◎ ○ ○
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総合
共通
科目

イングリッシュワークショップ 1年生 後

英語でのプレゼンテーション能力は、グローバル化する現代社会において
必要なスキルの1つです。本科目では、英語のコミュニケーション・プレゼン
テーション能力を磨くために、ネイティブスピーカーを中心とした集中講義の
形式で、英語のみを使用して様々なトピックでのトークやディスカッションを
行い、英語でアウトプットすることを積極的に促す授業を展開します。担当者
（黒木、永松、ドイル）

CEFR-J A2. 1 (やりとり・発表)程度の到達度を目指します。具体的には下記
の通りです：1. 基本情報を伝え、簡単な意見交換ができる。2. 簡単な語句や
文を使って、身近なトピックについて短い話をすることができる。

○ ○ ◎

総合
共通
科目

海外研修 全学年 前・後

この科目は、国際交流・留学生支援室が募集する、短期海外研修プログラ
ムに参加した学生に単位が与えられる科目です。英語や韓国語など、各協
定校における語学研修プログラムを受講し、言語運用能力の向上を目指し
ます。各協定校における語学研修プログラムでは、文法・聴解・読解・会話な
ど、言語運用能力を向上させる4技能を、それぞれの協定校における手法で
学習していきます。また、海外での語学学習だけでなく、その土地の文化を
体験し、国際人としての教養を深めることを目指します。

1. 短期海外研修プログラムを通して、積極的に語学学習に取り組む姿勢を
身につける。2. 短期海外研修プログラムを通して、その土地の文化を理解す
ることができる。

◎ ○ ◎

総合
共通
科目

情報処理演習Ⅰ 1年生 前

インターネットやコンピュータを利活用することは現代社会においては必要
不可欠であり、それらを用いて情報収集・整理を行い、考えを主張していくこ
とが社会人として身につけておく要素のひとつである。本科目はパソコンを
実際に操作しながら初歩的なワードプロセッサや表計算・図形描画・電子
メール・情報検索などを演習形式で繰り返し操作しながら体得していき、身
近な情報機器を積極的に利用できるようにしていく。また、本学の情報処理
施設の利用法を学ぶ最初の機会でもある。特殊な操作もあるがしっかりと習
得していく。

１．コンピュータの基礎用語を理解し、基本的な利用方法を習得し説明でき
る。２．簡単なレポート作成とそのプレゼンテーションができる。３．コンピュー
タを積極的に利用し、日常生活に活用できる。４．インターネットを活用し、容
易に情報を収集できる。

◎ ◎ ◎

総合
共通
科目

情報処理演習Ⅱ 1年生 後

前期に行った情報処理演習Iから発展する形で、文書作成・表計算・プレゼ
ンテーション資料作成の技量を高めていく。その流れの中で数学的基礎知
識（主として統計学）や芸術的センスのイロハ（レイアウトや色彩感覚など）も
踏まえた内容を学んでいく。キー入力速度についても技能向上を求めてい
く。コンピュータ用語としての英語も含まれて来るので、しっかりと理解し体得
していく。情報処理演習Iで行った内容は既に理解し実践できるという前提で
物事が進んでいくので、過去の内容の「きちんとした振り返り」が必要となる。

１．コンピュータの基礎用語を理解し、基本的な利用方法を習得し説明でき
る。２．簡単なレポート作成とそのプレゼンテーションができる。３．コンピュー
タを積極的に利用し、日常生活に活用できる。４．インターネットを活用し、容
易に情報を収集でき、その価値や真偽の判断を実践できる。

◎ ◎ ◎

総合
共通
科目

情報処理演習Ⅲ 2年生 前

インターネットやコンピュータを利用することは、現代社会においては必要不
可欠であり、それらを用いて情報収集を行い、自分自身をアピールすること
は社会人として身につけておく必要があります。本授業ではパソコンを実際
に操作しながら、情報処理演習Ⅰ、Ⅱを基礎にワード、エクセル、プレゼン
テーション、情報検索、統計処理などを演習形式で体得し、さらに理解を深
め、応用力を高めることを目標としています。このように発展的なパソコンの
使用能力を身に付けるために、最低限、Ⅰ、Ⅱのどちらかの単位は修得して
おく必要があります。

１．コンピュータの使用法を理解し、発展的利用法を習得し他者に説明でき
る。２．複合的なレポート作成とそのプレゼンテーションができる。３．コン
ピュータを積極的に利用し、日常生活に活用できる。４．インターネットを活用
し容易に情報を習得できる。

◎ ○ ◎

総合
共通
科目

情報処理演習Ⅳ 2年生 後

インターネットやコンピュータを利用することは、現代社会においては必要不
可欠であり、それらを用いて情報収集を行い、自分自身をアピールすること
は社会人として身につけておく必要があります。本授業ではパソコンを実際
に操作しながら、情報処理演習Ⅰ、Ⅱを基礎にワード、エクセル、プレゼン
テーション、情報検索、統計処理などを演習形式で体得し、さらに理解を深
め、応用力を高めることを目標としてます。このように発展的なパソコンの使
用能力を身に付けるために、最低限、Ⅰ、Ⅱのどちらかの単位は修得してお
くことが望ましいです。

１．コンピュータの使用法を理解し、発展的利用法を習得し他者に説明でき
る。２．複合的なレポート作成とそのプレゼンテーションができる。３．コン
ピュータを積極的に利用し、日常生活に活用できる。４．インターネットを活用
し容易に情報を習得できる。

◎ ○ ◎

総合
共通
科目

スポーツＡ 1年生 前

学生の身体諸機能の向上ならびに体力の増進をはかり、将来の社会生活
の活動基盤となる体力および健康を維持・増進させるための実践法を体得
し、豊かな人格を形成していく。前期のスポーツAでは、卓球、バスケット
ボール・テニス・サッカー・ソフトボールを選択種目とし、特に自主性に焦点を
置き、生涯に渡って実践できるスポーツの技能・運営方法を学習する。

(1)現在の自身の体力・健康度等を認識することができる。(2)選択したスポー
ツ種目の特性、ルールやマナーを理解し、選択したスポーツ種目に必要な
技術を習得することができる。(3)スポーツを通して、基礎体力の保持・向上の
ための、身体を動かす習慣をつけることができる。(4)ゲームや仲間との協調
を通じて、選択したスポーツ種目の楽しさを知ることができる。(5)健康的な生
活習慣（特にスポーツ習慣）をデザインし、実行することができる。

◎ ○ ○

総合
共通
科目

スポーツＢ 1年生 後

学生の身体諸機能の向上ならびに体力の増進をはかり、将来の社会生活
の活動基盤となる体力および健康を維持・増進させるための実践法を体得
し、豊かな人格を形成していく。後期のスポーツＢでは、バスケットボール・テ
ニス・サッカー・ソフトボール・バドミントンを選択種目とし、特に自主性に焦点
を置き、生涯に渡って実践できるスポーツの技能・運営方法を学習する。

(1)現在の自身の体力・健康度等を認識することができる。(2)選択したスポー
ツ種目の特性、ルールやマナーを理解し、選択したスポーツ種目に必要な
技術を習得することができる。(3)スポーツを通して、基礎体力の保持・向上の
ための、身体を動かす習慣をつけることができる。(4)ゲームや仲間との協調
を通じて、選択したスポーツ種目の楽しさを知ることができる。(5)健康的な生
活習慣（特にスポーツ習慣）をデザインし、実行することができる。

◎ ○ ○

総合
共通
科目

健康の科学 1-2年生 前
①健康とはどういうことを指すのかを解説する②健康を維持・増進するため
の方法を解説する③健康づくりのための最新の情報について解説する④栄
養、運動、休養をテーマに講義をすすめる

①健康とはどういう状態を指すのかを理解する②健康づくりやメタボリックシン
ドロームの予防などに必要な科学的知識を理解する③社会人として健康に
生きていくための健康管理能力として何が必要か理解する④日常生活で実
施可能な健康づくりをする能力を習得する

◎ 　 ○

総合
共通
科目

健康の科学 1-2年生 前・後

いつの時代でも「心身の健康」は人々の変わらぬ最大の願望です。本科目
は現代社会において、受講生の一人一人が生涯健康な生活を送れるよう
に、ライフスタイルを見直し健康生活をデザインし実践できるよう基礎的能力
を養います。そのために「健康」の定義を十分押さえ、筆者の専門分野であ
る研究発育発達老化論より「ヒトのからだ」の進化と生成について特に学修を
深めます。次に現代社会において「健康」を阻害する要因とその対処法を明
らかにし、受講生のライフスタイルの記録を基礎資料として「健康生活」につ
いてデザインします。実践方法は幼児から高齢者までの生涯スポーツ指導
の経験を生かして、一人一人に見合った内容を構築します。

1．心身の健康について学び、その本質を追求することができる。 2．心身の
健康を阻害する要因について理解し、様々な対処法を学び「健康生活」をデ
ザインできる。 3．デザインした「健康生活」を実践できるようにする。 4．長寿
社会における「健康」の意義を深め、自らの資質を活かした社会貢献ができ
る。

◎ ○ ◎
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総合
共通
科目

健康の科学 1-2年生 後

本授業は、自分自身の健康を科学的に捉え、自己管理のための教養を身
に着けることに着眼点を置く内容で構成されるものである。授業の流れは、
講義（インプット）に始まり、その内容についてKJ法を用いてグループディス
カッションを行いながらポスター資料を作り、最後に発表を行う（アウトプッ
ト）。ねらいは、積極的なアクティブラーニングを行う中で、人の考えを聞き、
他の学生に教えるつもりで健康を考えることによって、伝えるための実践力を
身に着けることである。

本授業の到達目標１．自律的なライフワーク形成に必要な科学的知識を身
につける２．日常生活と健康について多角的に捉えることができるようになる
こと３．他者とのコミュニケーション能力の向上４．問題を纏める力をつける５．
プレゼンテーション能力の向上

○ ◎ ◎

総合
共通
科目

【経済・経営】
職業とコミュニケーション

1年生 後
本講義では、経済学部で2年次から学ぶ6領域の職業（アウトカム）とコミュニ
ケーションについて理解を深める。さらに、各自が将来の進路を意識し主体
的に学習するための基礎的な知識や技能を習得することを目標とする。

①各領域の職業（アウトカム）について理解できる。②各領域のコミュニケー
ションの重要性について理解できる。③主体的に学習する意識や姿勢を身
に着けることができる。

◎ ◎ ◎

総合
共通
科目

【経済・経営】
職業とコミュニケーション 〈再〉
〈留〉

2-3年生 後

本講義の目的は、経済・経営学科の2年次から学ぶ6領域の職業とコミュニ
ケーションについての理解と知識を深めることと、各自が将来の進路を意識
し、主体的に行動するための知識や技能を修得することである。そのため
に、各領域の資格や職業についてディスカッションしたり、学生研究報告会
で各領域の研究報告を聴いたり、ゼミナール入門担当者と面談することで、
各領域の研究内容についての理解を深める予定である。また、自己分析を
行ったり、グループでディスカッションすることで卒業後の進路を見据えたコ
ミュニケーション能力を高める予定である。担当者（入江、森江）

1）経済・経営学科の6領域の概要とその領域に関係する職業を説明できる。
2）主体的に行動する意識や姿勢を身につけることができる。3）卒業後の進
路について自信をもって主張することができる。4）グループでディスカッショ
ンする基本を身につけることができる。

◎ ◎ ○

総合
共通
科目

【経済・経営】
職業とコミュニケーション 〈再〉

2-3年生 後
4年間で卒業するために何が必要かを、そして卒業後の進路についても考
えます。

1）卒業までの学習計画を立てることができる。2）自己分析を行ない、卒業後
に備えることができる。

◎ ◎ ○

総合
共通
科目

【経済・経営】
職業とコミュニケーション 〈学
特〉

1年生 後
本講義では、経済学部で2年次から学ぶ6領域の職業（アウトカム）とコミュニ
ケーションについて理解を深める。さらに、各自が将来の進路を意識し主体
的に学習するための基礎的な知識や技能を習得することを目標とする。

①各領域の職業（アウトカム）について理解できる。②各領域のコミュニケー
ションの重要性について理解できる。③主体的に学習する意識や姿勢を身
に着けることができる。

◎ ◎ ◎

総合
共通
科目

【地域】
職業とコミュニケーション

1年生 後

本授業では、業界に関する知識を修得し、課題を発見・分析して、自らの考
えを組み立て、それを文章化し、前期福原学で学んだプレゼンテーションお
よびレポートの基礎を発展させ、論理的に他者に伝えるコミュニケーション能
力をさらに鍛えることを目標とする。プレゼンテーションでは、他者の意見や
考えに耳を傾け、他者の意見にたいして、自分の意見を分かりやすく伝える
スキルを磨き、レポートでは、調べたこと、分析したことを他者に分かりやすく
伝えるためのライティングスキルを磨くことを目指す。

①さまざまな業界について、概要をつかみ、興味を抱くことができる。②ある
業界を取り巻く過去・現在の状況に関する知識を修得し、理解することができ
る。③ある業界の課題を発見・分析することができる。④他者の意見や考えを
聴くコミュニケーション能力を鍛えることができる。⑤自分の意見や考えを論
理的に伝えるコミュニケーション能力を鍛えることができる。

◎ ◎ ◎

総合
共通
科目

キャリアデザインⅠ 〈再〉 3年生 前

この授業では、社会を理解し、職業人としての意識付けを明確にするため
に、仕事・就職を中心に将来の自分の姿を思い描き、社会人としての満足に
ついて説明します。また、グループワークの取り組み、プレゼンテーション能
力の向上を目指します。自分の職業に対する適性について詳しく分析し、
就職活動に向けた準備を進めます。さらに、インターシップへの参加の準備
も支援します。

1）将来に向け、充実した大学生活を送るための基礎づくりができるようにな
る。2）問題発見・解決、提案（コミュニケーション）、実行などの就業力を身に
付けることができる。3）自己分析を通じた自己理解能力を身に付けることがで
きる。4）働く意味の認識ができ、将来計画を立てる能力を身に付けることがで
きる。5）参加型授業による自己認識と学校だけでは得られない職業観を身に
付けることができる。

◎ ◎ ○

総合
共通
科目

キャリアデザインⅠ 2年生 後

■本科目のシラバスについては、初回授業までにお知らせいたします。■こ
の授業では、大学から社会へ出るための準備を行います。①受講者の個性
を適性検査で再認識し、社会に貢献する方法を考える。②本学先輩から就
職活動に関する体験談を聴き、社会に出るための情報を整理します。③イン
ターンシップや企業訪問に関するマナーや知識を身につけます。④就職試
験を想定し、数学基礎に関する演習を実施します。

①受講者が自身の将来像を描き、自己分析から自分自身を知る。②社会に
関心を持ち、採用活動に関わる情報を取得できる。③採用活動に関するスケ
ジュールを理解し、現在、どんな活動ができるか理解する。④採用試験で問
われる数学の実力を理解し、一般的な正答率まで引き上げる。

◎ ○ ○

総合
共通
科目

キャリアデザインⅡ 〈再〉 4年生 前

この授業では、社会を理解し、職業人としての意識付けを明確にするため
に、仕事・就職を中心に将来の自分の姿を思い描き、社会人としてのあるべ
き姿について学びます。また、グループワークに取り組み、プレゼンテーショ
ン能力の向上を目指します。そして、自分の職業に対する適性について詳
しく分析する就職活動へ向けた準備を進めます。さらに、インターンシップへ
の参加準備も支援します。

1）将来に向け、充実した大学生活を送るための基礎づくりができる。 2）問題
発見・解決、提案（コミュニケーション）、実行などの就業力を身に付けること
ができる。 3）自己分析を通じた自己理解能力を身に付けることができる。 4）
働く意味の認識と将来計画を立てる能力を身に付けることができる。 5）参加
型授業による自己認識と学校だけでは得られない職業観を身に付けることが
できる。

◎ ○ ◎

総合
共通
科目

キャリアデザインⅡ
（民間①）

3年生 前

本講義は、自らが希望する卒業後のより良い進路を獲得するためのもので
す。社会で求められる人物像や職業についての理解を深めながら、自己に
適した職業を明確にするとともに、将来に向けての準備（就職活動）を行って
いきます。そのため、講義だけでななく、個人ワークやグループディスカッ
ションなどを取り入れた授業を実践的に展開していきます。

①現在の就職環境について理解している。②今までの学生時代をふりかえり
自己分析ができる。③論理的思考力が取得できる。

◎ ○ ◎

総合
共通
科目

キャリアデザインⅡ
（民間②～⑥）

3年生 前

本講義は、自らが希望する卒業後のより良い進路を獲得するためのもので
す。社会で求められる資質や職業についての理解を深めながら、自己に適
した職業を明確にするとともに、将来に向けての準備（就職活動）を行ってい
きます。特に前期では、過去の経験を振り返りながら、自身の強みや自分は
どんな価値観を大事にしているかなど、自己分析を通じて考えていきます。

①現在の就職環境について理解できる。②就職総合適性検査の結果をもと
に自分の性格的傾向を掴むことができる。③今までの学生時代をふりかえり、
自己分析ができる

◎ ○ ◎

総合
共通
科目

キャリアデザインⅡ
（公務員）

3年生 前

この授業では、地方公務員を目指す学生を意識した授業を実施する。な
お、教員の地方自治体での勤務経験を踏まえ、自治体職員の現状と課題や
これからの自治体職員に求められることなどについて具体例を踏まえた説明
を行う。また、自治体職員といってもその職種は幅広いため、行政職（事務
職）の仕事を中心に自治体職員としての資質向上や地域貢献に対する心構
えなどが理解できるような解説も行う。

①社会人としての基礎を身につけ、学生生活をその準備期間と位置付けた
生活態度が醸成される。②地方公務員、特に基礎自治体職員の働き方や自
治体の仕組み、地域社会との関わり等を理解できる。③卒業後に公務員とな
る姿をイメージし、意欲をもって学業に取り組むことができる。

◎ ○ ◎
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総合
共通
科目

キャリアデザインⅡ 〈留〉 3年生 前

日本の大学の新卒者の多くは、いかなるプロセスを経て就職するのか。どの
ような「人物像」が「社会で求められる」とされているのか。どんな「振る舞い」
が就職活動の際に好ましいとされているのか。それらは母国とどのような点で
共通し、どう異なるのか。本授業では、日本の大学の新卒者を対象とした就
職のための活動、いわゆる「就職活動」をひとつの社会事象として捉え、まず
その実状を知ることを目的とする。加えて大学生活を中心にこれまでのみず
からのキャリアを振り返り、大学卒業後のキャリアをいまいちど検討する作業
を通じて、みずからにとって理想のキャリアとは何か、それをどう設計していく
のかを考える。

①日本の大学生の「就職活動」について、知識を修得することができる。②大
学生活を中心にこれまでのみずからのキャリアを振り返り、大学卒業後のキャ
リアを検討し、卒業後のビジョンを描くことができる。③日本の就職活動やこ
れまでのキャリアについて、自らの考えや思いを日本語で表現することができ
る。

◎ ○ ◎

総合
共通
科目

キャリアデザインⅢ 〈再〉 4年生 前・後

この授業では、これまでの自己分析をもとに将来（未来）設計を行い、その実
現のために必要なスキルアップを目指します。自らの能力を生かすことので
きる進路を検討し、卒業後の具体的な目標について考え、自らの就職活動
の計画を作成する中で、自分の課題を明確にできるようにします。また、グ
ループワークに取組み、コミュニケーション力と企画運営能力の向上を目指
します。それぞれの目標とする業界について個人研究することも求めます。

1）将来に向け、充実した大学生活を送るための基礎づくりができる。2）問題
発見・解決、提案（コミュニケーション）、実行などの就業力を身に付けること
ができる。3）自己分析を通じた自己理解能力を身に付けることができる。4）
働く意味の認識と将来計画を立てる能力を身に付けることができる。5）参加
型授業による自己認識と学校だけでは得られない職業観を身に付けることが
できる。

◎ ○ ◎

総合
共通
科目

キャリアデザインⅢ 〈留〉 3年生 後

前期「キャリアデザインⅡ」では、日本の大学生の「就職活動」をひとつの社
会事象として捉え、まずその実状を知ること、そして大学生活を中心にこれま
でのみずからのキャリアを振り返り、大学卒業後の進路をいまいちど検討す
る作業を通じて、みずからにとって理想のキャリアとは何か、それをどう設計
していくのかを考えた。本授業ではその学修を深化させることを目的とする。
最終学年が目前に迫ったいま、あらためて大学生活を含むこれまでのみず
からのキャリアを振り返りながら、卒業後のビジョンをさらに明確に具体的に
描き、それを他者によりよく伝わる日本語で表現することをめざす。

①日本の大学生の「就職活動」について、さらに深い知識を修得することが
できる。②大学生活を中心にこれまでのみずからのキャリアを振り返り、大学
卒業後のキャリアを検討し、卒業後のビジョンをより明確に描くことができる。
③日本の就職活動やこれまでのキャリアについて、よりよく伝わる日本語で自
らの考えや思いを表現することができる。

◎ ○ ◎

総合
共通
科目

キャリアデザインⅢ 3年生 後

本講義は、自らが希望する卒業後のより良い進路を獲得するためのもので
す。社会で求められる人物像や職業についての理解を深めながら、自己に
適した職業を明確にするとともに、将来に向けての準備（就職活動）を行って
いきます。そのため、講義だけでななく、履歴書の作成や学内業界研究セミ
ナー、集団面接会などを取り入れた授業を実践的に展開していきます。

①現在の就職環境について理解している。②今までの学生時代をふりかえり
自己分析ができる。③論理的思考力が取得できる。

◎ ○ ◎

総合
共通
科目

インターンシップ（企業研修） 2年生 前・後

本授業は、夏期（冬期・春期）期間中の３日～７日程度、希望する企業・事業
所等で就業体験（インターンシップ）を行います。期間は実習先によって異
なります。単にインターンシップに参加することが目的でなく、就業体験を通
じて働くことを軸とした価値形成を育み、大学在籍中に自らの将来の人生設
計（キャリア開発）を描くための気づきを得ます。また、社会の様々な事業所
等で就業体験を積むことによって新たな学習意欲を喚起し、自主的に考え
行動できる力を養っていきます。

①就業体験を通じて実社会の経済活動がどのように動いているのか実態を
把握することができる。②社会人として基本的なマナー、態度、スキル、知識
を身につけることができる。③卒業後のキャリアについて「仕事」「働く」ことを
具体的に検討することができる。

○ 　 ◎

総合
共通
科目

スキルアップ講座Ａ （ＩＴパス
ポート）

3年生 後

今の情報化社会では事務系・技術系、文系・理系などを問わずIＴの基礎知
識を持ち合わせていなければならない。本科目では、独立行政法人・情報
処理推進機構が実施する国家試験ITパスポート試験の出題テーマを題材と
し、これから必須となるITに対する素養と知識・スキルの習得を目指す。

➀情報社会の現状を理解し、この情報社会において自分に必要となるスキ
ルレベルを自覚することができる。②どのようにすれば必要となるITに関する
知識やスキルを身に付けることができるのかを知っている。③ITパスポート試
験の過去問題に対して60％以上正答することができる。

◎ ○ ○

総合
共通
科目

スキルアップ講座Ｂ （ＴＯＥＩＣ
Ⅰ）

2-3年生 前

TOEICのスコアは就職活動時に利するのみならず、社会人としての様々な
場面でのキャリア形成にも非常に有効です。本科目では、TOEICの初級・中
級者向けに、試験の特色を把握し、各パートの問題形式に慣れるため、重
要な文法事項・語彙・語句で構成された比較的易しい問題を使って、実践
的な受験対策を行います。また、学内で実施されるTOEIC Bridge IP Testや
TOEIC Listening & Reading IP Testの受験を目指します。

1. 学内で実施されるTOEIC Bridge IP TestやTOEIC Listening & Reading IP 
Testを受験し、TOEICの出題形式に慣れる。2. 授業で学習したリーディン
グ・パートの内容について、60%の正答率をもって答えることができる。3. 授業
で学習したリスニング・パートの内容について、60%の正答率をもって答えるこ
とができる。4. TOEIC Listening & Reading IP Testでは400点程度のスコアが
獲得できる。

◎ ◎ ○

総合
共通
科目

スキルアップ講座Ｃ （ＴＯＥＩＣ
Ⅱ）

2-3年生 後

本科目では、スキルアップ講座Bに続き、TOEICの初級・中級者が各パート
に必要な英語力をさらに高めるため、頻出する語彙・語句や文法知識を身
につけるとともに、問題に対してより早く正確に解答するコツを身につける実
践的な受験対策を行います。また、学内で実施されるTOEIC Bridge IP Test
やTOEIC Listening & Reading IP Testの受験を目指します。

1. 学内で実施されるTOEIC Bridge IP TestやTOEIC Listening & Reading IP 
Testを受験し、TOEICの出題形式に慣れる。2. 授業で学習したリーディン
グ・パートの内容について、60%の正答率をもって答えることができる。3. 授業
で学習したリスニング・パートの内容について、60%の正答率をもって答えるこ
とができる。4. TOEIC Listening & Reading IP Testでは450点程度のスコアが
獲得できる。

◎ ◎ ○

総合
共通
科目

スキルアップ講座Ｇ （公務員
養成Ⅰ）

3-4年生 前
・国家および地方公務員の職種、存在意義を正しく理解するとともに、公務
員になるために必要な数的処理基礎能力を養成する。

・公務員になるために必要な事務処理能力を習得することができる。・公務員
になるために必要な論理的思考力を身につけることができる。

◎ 　 ○

総合
共通
科目

スキルアップ講座Ｈ （公務員
養成Ⅱ）

3-4年生 後
公務員になるために必要な数的処理能力をより高めるとともに、論理的、か
つ多角的な思考能力を養成する。

さまざまな公務員試験に対応できる、高い数的処理能力を習得することがで
きる。

◎ ○ 　

総合
共通
科目

スキルアップ講座Ｒ （ＴＯＥＩＣ
Ⅲ）

3-4年生 前

スキルアップ講座B・C(TOEIC Ⅰ・Ⅱ)からさらに発展的なTOEIC受験対策の
英語学習を実践的に行います。特に500点程度のスコアを取得するのに必
要なリスニング力とリーディング力を身につけることに重点を置き、様々な
TOEIC形式の問題に取り組みます。また、実際にTOEIC Listening & 
Reading IP Testの受験を目指します。

1. 学内で実施されるTOEIC IP Testを受験し、TOEIC高得点を目指す。2. 
リーディング・パートに出てくる内容に、75%の正答率をもって答えることができ
る。3. リスニング・パートに出てくる内容に、75%の正答率をもって答えることが
できる。4. TOEIC L&R IP Testにおいて、500点程度のスコアを獲得すること
ができる。

◎ ◎ ○

総合
共通
科目

スキルアップ講座Ｓ （ＴＯＥＩＣ
Ⅳ）

3-4年生 後

スキルアップ講座R(TOEICⅢ)と同様に、発展的なTOEIC受験対策の英語
学習を実践的に行います。特に550点程度のスコアを取得するのに必要なリ
スニング力とリーディング力を身につけることに重点を置き、様々なTOEIC形
式の問題に取り組みます。また、実際にTOEIC Listening & Reading IP Test
の受験を目指します。

1. 学内で実施されるTOEIC IP Testを受験し、TOEIC高得点を目指す。2. 
リーディング・パートに出てくる内容に、75%の正答率をもって答えることができ
る。3. リスニング・パートに出てくる内容に、75%の正答率をもって答えることが
できる。4. TOEIC L&R IP Testにおいて、550点程度のスコアを獲得すること
ができる。

◎ ◎ ○
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留学
生特
別科
目

初級日本語ⅠＡ （初級１）〈留〉 1年生 後

発音から学ぶ初級レベルの授業で、言語知識を勉強しながら会話力を少し
づつ身につける。日常生活に必要な文法知識と基礎会話を習得する。メイ
ンの教科書のほかに、生の会話や文化的なものを教材として活用する。　　　
担当者（沙・占部）

１．自己紹介ができる。２．日常的な挨拶ができる。３．簡単な文章を読むこと
ができる。

○ ◎ ○

留学
生特
別科
目

初級日本語ⅠＢ （初級１）〈留〉 1年生 後
発音から学ぶ初級レベルの授業で、言語知識を勉強しながら会話力を少し
づつ身につける。日常生活に必要な文法知識と基礎会話を習得する。メイ
ンの教科書のほかに、生の会話や文化的なものを教材として活用する。

１．自己紹介ができる。２．日常的な挨拶ができる。３．簡単な文章を読むこと
ができる。

○ ◎ ○

留学
生特
別科
目

初級日本語ⅠＣ （初級１）〈留〉 1年生 後

課題遂行型（タスク型）の教科書を使って、（1）音声を聞く（2）話す活動をす
る（3）ふりかえる、のステップをくりかえすことで、CEFR-A1～A2レベルの日
本語力を身に着けることを目指します。聴解音声を使って、ある程度まとまっ
たテキスト（CEFR-A2レベル）のインプットを理解することを目指します。この
授業は4名程度のグループでさまざまな活動を行います。

CEFR-A1～A2レベルの日本語を聞き取って、理解することができる。CEFR-
A1～A2レベルの日本語を聞き取って、それを基に日常生活のやりとりのタス
クを遂行できる。

○ ◎ ○

留学
生特
別科
目

初級日本語ⅠＤ （初級１）〈留〉 1年生 後

初級日本語IDは発音からスタートする初心者向けの入門コースである。メイ
ン教科書の内容に従って、「基礎発音、単語、文型」という流れに沿いながら
基本文型の繰り返し練習と学生の発話訓練に重点を置く。日本語の基礎文
法をしっかり身に付け、日常生活に必要なコミュニケーション能力を育てる。

１．日常的な挨拶と簡単な会話ができる。２．簡単な短文が読める。３．簡単
な作文が書ける。

○ ◎ ○

留学
生特
別科
目

初級日本語ⅠＥ （初級１）〈留〉 1年生 後

初級日本語IEは聴力をメインとする初級者向けの聴解訓練コースである。教
科書『日本語聴力第三版学生用書入門編』（中国華東師範大学出版社）の
内容に沿い、重要単語や基本文型を繰り返し聞く練習や要点説明を通して
日本語を「聞く」力を育成する。また、授業の進度に合わせ、『みんなの日本
語初級Ⅰ聴解タスク２５』を利用して聴解練習も行い、文脈分析、既知知識
を使った予測または推測能力を養成する。

１．日常対話の内容をだいたい理解することができる。２．音声と視覚から入
る情報との連携ができる。３．音声を聞きながら、文脈解析がある程度できる。
４．音声を聞きながら、既知知識を使った予測または推測がある程度できる。

○ ◎ ○

留学
生特
別科
目

初級日本語ⅡＡ （初級２）〈留〉 1年生 前・後
文の構造と意味・機能の総合的理解を目標に、新しい文型を導入し、状況
に応じて運用できるようになる練習をする。文法とともに会話力を磨く。

１．物事をより詳しく説明できる。２．話者の気持ちをより細やかに伝えることが
できる。３．上記二つの表現を用いてコミュニケーションができる。

○ ◎ ○

留学
生特
別科
目

初級日本語ⅡＢ （初級２）〈留〉 1年生 前・後
さまざまな日常生活の場面で自然な日本語を運用して、日本語能力試験Ｎ
３レベルの語彙と文法項目を学習します。文法を駆使して、発音、文章を書
く練習をします。

１．日本語能力試験Ｎ３レベルの語彙と文法を使うことができる。２．日本語能
力試験Ｎ３レベルの発話ができる。３．日本語能力試験Ｎ３レベルの作文を
書くことができる。

○ ◎ ○

留学
生特
別科
目

初級日本語ⅡＣ （初級２）〈留〉 1年生 前

課題遂行型（タスク型）の教科書を使って、（1）音声を聞く（2）話す活動をす
る（3）ふりかえる、のステップをくりかえすことで、CEFR-A2レベルの日本語
力を身に着けることを 目指します。聴解音声を使って、ある程度まとまったテ
キスト（CEFR-A2レベル）のインプットを理解することを目指します。 この授業
は4名程度のグループでさまざまな活動を行います。

CEFR-A2レベルの日本語を聞き取って、理解することができる。 CEFR-A2レ
ベルの日本語を聞き取って、それを基に日常生活のやりとりのタスクを遂行で
きる。

○ ◎ ○

留学
生特
別科
目

初級日本語ⅡＣ （初級２）〈留〉 1年生 後
初級レベルの文型や語句を習得し、場面に即した日本語表現を身につける
ことを目指します。既習の文型を、状況に応じて適切に運用できるよう、グ
ループワークやロールプレイを用いた会話練習を行います。

① ゆっくりしたスピードの日常会話が理解できる。② 既習文型を用いて、簡
単な日常会話や状況説明ができる。③ 相手や状況に応じた挨拶や敬語表
現を使った会話や記述ができる。④ 日本文化や生活習慣を理解し、場面に
応じた適切な行動ができる。

○ ◎ ○

留学
生特
別科
目

初級日本語ⅡＤ （初級２）〈留〉 1年生 前・後
初級用テキストで学んだ表現を使って出来事や状況を説明したり質問に答
えたりする練習をします。 パワーポイントを使って住んでいる町や家族を紹
介する練習も行います。

1．初級コースで学んだ文法や表現を使うことができる。 2．場面や話題に応
じて会話することができる。 3．パワーポイントを使って紹介することができる。

○ ◎ ○

留学
生特
別科
目

初級日本語ⅡＥ （初級２）〈留〉 1年生 前・後

初級レベルの文法や語句を使った会話やアナウンス、スピーチなどが正しく
聞き取れることを目指します。 文法の復習、語彙の意味や使い方を確認し
た後、問題文で問われている内容を把握し、聴解問題にあたります。そして
答え合わせをしながら発音やイントネーション等を確認します。問題にあたっ
た後は、応用練習として会話作成や発表などを行います。

1．自然な速度の会話やアナウンスなどを理解できる。 2．理解した内容に適
した返事や対応ができる。 3．日本語を用いたコミュニケーション力がつく。

○ ◎ ○

留学
生特
別科
目

中級日本語Ⅰ 〈留〉 1年生 前

専門分野のレポート、論文、専門書などを読むための基本読解能力を養成
することを目的とする。『中級を学ぼう（中級前期）』をテキストにして１課ごと
に、①読む前の導入、②語彙学習、③学習項目の説明、④学習項目の練
習、⑤本文読解、⑥文章・論理の構成、⑦本文要約、⑧読後の課題と現実
的意義　の順で行く。

１．情報検索をしながら読むことができる。２．文章構成、論理関係が理解で
きる。３．論理的文章に使われる頻度の高い文法が理解できる。４．意見や感
想をまとめることができる。

◎ ○ ○

留学
生特
別科
目

中級日本語Ⅱ 〈留〉 1年生 後

専門分野のレポート、論文、専門書などを読むための基本読解能力を養成
することを目的とする。『中級を学ぼう（中級前期）』をテキストにして１課ごと
に、①語彙学習、②学習項目の説明、③学習項目の練習、④読む前の導
入、⑤本文読解、⑥文章・論理の構成、⑦本文要約、⑧読後の課題と現実
的意義　の順に学習していく。

１．情報検索をしながら読むことができる。２．文章構成、論理関係が理解で
きる。３．論理的文章に使われる頻度の高い文法が理解できる。４．意見や感
想をまとめることができる。

◎ ○ ○

留学
生特
別科
目

上級日本語Ⅰ 〈留〉 2年生 前

読解、会話、聴解、作文を含む活動を通して、総合的な日本語力をつけるこ
とを目標とする。『中級を学ぼう』（中級中期）をテキストにして、１課ごとに、①
本文の背景知識、②語彙の学習、③学習項目の文法･文型の学習、④学習
項目の練習、⑤本文読解･理解、⑥本文要約、⑦ 関連読み物、⑧読後課題
の順に学習していく。

１．必要な情報を引き出して読むことができる。２．読んで得た情報をまとめる
ことができる。３．必要な情報を引き出して聞くことができる。４．聞いて得た情
報を伝えることができる。

◎ ○ ○

留学
生特
別科
目

上級日本語Ⅱ 〈留〉 2年生 後

読解、会話、聴解、作文を含む活動を通して、総合的な日本語力をつけるこ
とを目標とする。『中級を学ぼう』（中級中期）をテキストにして、１課ごとに、①
本文の背景知識、②語彙の学習、③学習項目の文法･文型の学習、④学習
項目の練習、⑤本文読解･理解、⑥本文要約、⑦ 関連読み物、⑧読後課題
の順に学習していく。

１．必要な情報を引き出して読むことができる。２．読んで得た情報をまとめる
ことができる。３．必要な情報を引き出して聞くことができる。４．聞いて得た情
報を伝えることができる。

◎ ○ ○
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留学
生特
別科
目

スキルアップ講座Ｎ （能試Ｎ１
（文法）対策Ⅰ）〈留〉

3-4年生 前
日本語能力試験N1合格に必要な文法項目の習得を目指します。N1レベル
の文法項目の意味や使い方を学んでいきます。過去問や予想問題集を解く
ことで実践力をつけていきます。

1.日本語能力試験N1レベルの文法項目を理解し、運用できる。2.学習した
N1レベルの練習問題に対し、70%以上の得点を取ることができる。3.日本語
能力試験N1で70%以上得点を取ることができる。

○ ◎ ○

留学
生特
別科
目

スキルアップ講座Ｎ （能試Ｎ１
（聴解）対策Ⅰ）〈留〉

3-4年生 前
「日本語能力試験」Ｎ１合格を目標とする。問題形式ごとに予想問題を解い
ていき、実際の試験に対応できる実力をつけていく。問題に出てくる重要な
語彙、文法、表現を解説し、理解力を高める。

日本語能力試験Ｎ１の合格に寄与できる。 ○ ◎ ○

留学
生特
別科
目

スキルアップ講座Ｏ （能試Ｎ１
（聴解）対策Ⅱ）〈留〉

3-4年生 後
「日本語能力試験」Ｎ１合格を目標とする。問題形式ごとに予想問題を解い
ていき、実際の試験に対応できる実力をつけていく。問題に出てくる重要な
語彙、文法、表現を解説し、理解力を高める。

日本語能力試験Ｎ１の合格に寄与できる。 ○ ◎ ○

留学
生特
別科
目

スキルアップ講座Ｏ （能試Ｎ１
（文法）対策Ⅱ）〈留〉

3-4年生 後
日本語能力試験N1合格に必要な文法項目の習得を目指します。N1レベル
の文法項目の意味や使い方を学んでいきます。過去問や予想問題集を解く
ことで実践力をつけていきます。

1.日本語能力試験N1レベルの文法項目を理解し、運用できる。2.学習した
N1レベルの練習問題に対し、70%以上の得点を取ることができる。3.日本語
能力試験N1で70%以上得点を取ることができる。

○ ◎ ○

留学
生特
別科
目

スキルアップ講座Ｐ （ビジネス
日本語講座Ⅰ）〈留〉

3-4年生 前
敬語は人間関係を円滑にするためにとても重要な働きをします。「知ってい
る」だけではなく、場面や相手との関係に応じて適切に「使える」敬語の習得
を目指して練習します。

・敬語についての知識を深めることができる。・敬語の表現を場面や相手との
関係に応じて適切に使い分けることができる。

◎ ○ ○

留学
生特
別科
目

スキルアップ講座Ｑ （ビジネス
日本語講座Ⅱ）〈留〉

3-4年生 後
敬語は人間関係を円滑にするためにとても重要な働きをします。「知ってい
る」だけではなく、場面や相手との関係に応じて適切に「使える」敬語の習得
を目指して練習します。

・敬語についての知識を深めることができる。・敬語の表現を場面や相手との
関係に応じて適切に使い分けることができる。

◎ ○ ○
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